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8ま　　しこ　め　古こ

暑かった夏も終わり､涼風が心地よい季節を迎えました｡

年間の大きな行事である支部大会も道難連の全道集会と同時セットで

7月30日旭川市で盛大に行う事が出来､今年の豊作と合わせてひと安

心というところです｡

しばらく遠ざかっていた医療講演会も多数の参加者を得て､大変有意

義なものとなりました｡ご参加くださったお一人お一人にお礼を申し上

●　げると共に･準備から当日の進行に携わられた方々のご苦労に心から感

謝を申し上げます｡

●

今回の支部大会に参加されなかった方々には-Elも早く誇演内容をお

知らせしたいと思いまして手配をしましたが､テープ起こしの作業に辛

間取り今回の｢わだち｣には間に合いませんでした｡次回には載せたい

と思っています｡ご了承下さい｡

今回の遭難連の全道集会で強く心を打ったのは作家三浦綾子さんのト

ークショウでした｡小説などに興味のない私ですから､三浦綾子さんが

どんな人であるか全く知りませんでした｡ただ目や耳に自然に入ってく

る頻度から､すぼらしい作家である事だけは想像していました｡そして

その華やかな作家生活だけを想像しておりました｡

ところが､ご主人の三浦光世氏に支えられながら入場する姿を見たと

きに､そのあまりの痛々しさに､想像と実際の大きな隔たりに打ちのめ

されました｡

三浦綾子さんは若い頃に肺結核と脊髄カリエスを患い､長い間の療秦

生活を続け､その後も大病と緑の切れる事はなかったと｡そして､ 12

年～3年前に大腸ガンの手術を受け､更にその後間もなくパーキンソン

病にもかかり現在に到っているとか｡言葉もマイクを口もとにつけるよ

うにしてやっと聞きとれる程度です｡私たち難病患者の側から見ても､
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それは大変な重症度に見えました｡その三浦綾子さんがどうやってあの

ような傑作を作りあげたのでしょうかC　その精神の凄じさを思うと､作

品を読む前に鹿にその人間性に打ちのめされたような感動を受けまし

た｡

人間の偉大さを見せつけられたトークショウでした｡　　(猪口記)

(且療郷か二年i噴･Tう公魚)
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平成6年度　支部大会(旭川)に参加して

猪　口　英　武

戦後初めてという記録破りの猛暑の続く7月30日｡ ｢北海道難病連

第21回難病患者･障害者と家族の全道集会i nあさひかわ｣の第1日

目の行事として､ 23巨ヨ体の分科会が3会場(旭川グランドホテル､旭

川ときわ市民ホール､旭川勤労者福祉会館)に分かれて開かれました｡

筋無力症部会(全国筋無力症友の会北海道支部の支部大会をこれに当

てる)は旭川勤労者福祉会鯨を会場にあてられました｡参加人見30名

全道各地(札幌､函館､静内.室蘭､稚内､厚岸､釧路)をそれぞれ

出発したバスが途中乗車の人も集め､これに旭川近隣の参加者も会わせ

て700名を越える人が旭川に集まりました｡

旭川は市長をはじめ市民みんなで熱烈歓迎をしてくれているような感

じを受けました｡そのせいか路ゆく人の眼差しまで温かく感じました｡

私たち札幌周辺の会見は1 0名｡午前10:00難病センターから貸切バ

スで高速道路に出て､ひたすら旭川に向けて出発｡途中､砂川サービス

エリヤで小休止､ (以前ここで食べた｢そば｣が美味しかったなア　と思

い出しながら)暑さしのぎに氷菓を口にしてみたが､折からの猛暑で束

の間の涼となってしまいました｡

分科会には､函館の三品奈素子さん､釧路の青田典子さん､室蘭の渡

●　辺サタエさん､白糠の閲史郎さん､静内の葛野盛事さん､稚内の野沢厚

子さん､佐呂間の村岡弘さん等7名が遠路と猛暑の中を物ともせず参加

してくださいましたし､旭川支部から1 1名､空知管内から2名が参加

されて､総勢30名となりました｡

例年の支部大会では20名を超えることは大変むずかしい状況でした

ので､この30名の参加には大変感激しました.ご参加下さった皆さん

に心から感謝申し上げます｡

また.会場設営は旭川支部の滝田さんの行き届いたご配慮により万端
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準備が整えられ､医療講演の進行で気がかりだったスライドの操作技節

者も旭川支部の方にやって頂けるよう手配してくださる等､本当に助け

られましたo

分科会は医療講演と医療相談が中心でした､旭川医大の前原倦先生の

講演で､筋無力症はどうして起きるのか､そしてその類型別の治療方汰

等をスライドを使って大変わかり易くお話されました｡そして最後に戟

無力症を完全に治す治療法の研究が現在進められていることに言及さ

れ､私たちに大きな希望を与えてくださいました｡

く註)講演内容を今回の｢わだち｣に載せるべく極力頑報って見ました

が､テープ起こしに手間どり､間に合いませんでしたので､次号に

剖愛させていただきました｡悪しからずご了東ください｡

この度の支部大会には長い間入院しておられた鎌田瞭子さんが車

椅子で参加されました｡感激t　最近体調の不蘭を訴えながらも局

で息をしながら高田さんが参加されました｡その熱意に答える言莱

が見つかりません｡ただ有難うございましたとだけは申しあげたい

と思います｡逢う度に元気になっておられる林澄子さん､中村真由

美さん､ご本人が元気になると同時に友の会にも活気が溢れるよう

になりました｡　会員の皆さん､みんながんばりましょうね｡
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第2　4 Efヨ全【翌総会の想レ→出

<思い出に残る神戸>

鈴木　恵美子

乱は､ 5泊6日の旅行が初めてなのでー　少し不安でしたが､自分の気

特に｢ガンバルぞ｣と言い伺かせー　第一日日の神戸に出発しました｡

●老いてすぐ､異人館のある街を見学-行く道はとても急な坂道でしたが
みんな一生懸命がんばり頂上まで歩きました｡

着くとそこは､まるで異Egに来た様な感じでした｡風見薄の藷､ライ

●

ンの虎など_　El本と違う建築物

ばかり､ましてこんな素晴らし

い建物がー　明治42年頃から建

っていたと聞き_　また感鼓しま

した.

公園から眺める港の景色も､

とてもロマンチックでした｡

夕食はー　タイ料理でしたが､

私を含めー　皆さんもタイ料理は

初めての様でした｡

珍しい品々が次からつぎに出て 範風格の館主孔Itfて

来ました｡

その中でも激辛スープに挑戦､初めは口の中の感覚が､無くなるくらい

辛かったけれど､慣れると､とても美味しいものでした｡

食後､ポートアイランドに行き_　展望台から見る神戸の夜景はとても

素敵でした｡私にとってー　良い思い出になりました｡
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く---ら--へ--〉
中村　真由美

4日目は､朝から移動ばかりの一日でした｡

有馬温泉から､タクシー､汽車､バス､と乗り次いで､伊根の民宿

｢与謝荘｣についた時は､もうへとへとでした｡

伊根はNHKの連挽テレビ小説｢ええにJ:ぼ｣の舞台として有名にな

った町です｡

海岸沿いに建つ舟屋は､一階が舟倉､二階が住居といった独特の住宅

です｡そんな舟屋をー伊根汚めぐりの遊覧船で見てまわりました｡

伊根の感想で一番忘れられないのが､夕食です｡

鯛やひらめ､とびうお､おこぜ- A ･それにカニ｡

覚えきれないほどの刺身に料理｡

網戸やテレビのない宿泊施設に､不満のあった私達でしたが､膏華な

ごちそうを見た途端_　気分は一転したのです｡

物を言うのも忘れて､カニと格向する姿･ i

穏やかな海と軒を連ねる舟屋を眺めながらの夕食｡

とても素晴らしいものでした｡

全国稔金一　観光を無事終えることができて､自分の身体に自信を持つ

ことができました｡思い切って参加して､本当によかったと思います｡
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〈初めて参加した全国総会と観jt)
三晶　奈素子

第24回全国筋無力症友の会全国総会･交流会に初めて参加しまし

た｡今回は神戸の｢しあわせの村｣という山間の花と緑のきれいなとこ

ろでした｡函館から一人の参加で不安でしたが､大阪空港で札幌からの

参加者と合涜バスで一路神戸へ､せっかく来た神戸です休む間もなく市

内競光｡風見鶏の館で有名な北野異人館街､夜は海に浮かぶ街ポ-トア

イランド展望台からの夜景･六甲山からの夜景と5泊6日の旅の初日の

気分は･ ･ ･ハイ

丹後半島の伊横の舟屋では活魚の刺身と大きな松葉ガニを､一人イッ

バイ｡天の橋立で股のぞき､天候にも恵まれ目の保養､腹の保養にも満

足｡最終日の大阪泊りの夕食は思わず見入ってしまいそうな､お店の立

ち並ぶ歓楽街で有名な

｢南｣のお好み焼き屋

へ､本場のコタワリの焼

き方､なんでもいいから

早く食べらして･ ･ ･ペ

コペコ

お陰でお好み焼きの焼

き方はプロ並です､今回

の長旅で自信がつきまし

た｡もう一度神戸に行き

たいと思っています｡

軸でのタ食･-物権と品巌と珍しさ,二見人ら

-8-



く--し--阪--〉
福田　筋子

5月21日　神戸しあわせの村にて全Eヨ捻会を終えー　神戸一有馬温泉

-丹汝篠山一伊根へと観光に出掛けました｡

5日目の夕方一　札が若い頃まで生まれ育った懐かしい街､大阪へやっ

て来ました｡

大阪駅から､山西福祉記念会館(ホテル)まで　30分くらい歩いた

●でしょうか-途中何かと思い出され､戦時中-家の近くへあの恐ろしい

爆弾が落ちた事､汽車や電車に乗って学校に適った想い出等々が走馬灯

のように浮かんで来てー　胸がいっぱいになる思いでー｢病気をして居て

も元気な事はいいもんだなあ･ ･ i ｣とつくづく感じました｡

夜は千日前で､お好み焼きを大阪捷病連の方々に大変お世話になり_

子供の頃､橋の上で屋台のお好み焼きを食べた想い出をかみしめながら

懐かしく美味しくいただきました｡

次の日､心斎橋へ行き_　記念にジャンボ宝くじ(夢)をみんなで冥っ

てー　名残惜しい大阪を後にしました｡
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み/UなnJjrj･ろば
発病から30数年｡胸腺摘出術も2度もされて､このところはぼ健康

を取り戻した高橋美津子さんが､趣味で遣ってきたドライフラワーの展

示会をしました｡ ｢拙い作品を人に見てもらうなんて｣と､ドキドキし

ながらも､ご姉妹の後押しがあって開かれたそうです｡草花の素材を隻

かし､素朴な中にも優雅な雰囲気をかもし出し･それは美しい立派な作　　●

品でした｡さまざまな思いが込められていることでしょう｡

高橋さん､本当におめでとうございます｡

高橋美幸幸子　ドライプラワ-磨

と　　き　　7月25日～29日

AMIO:00-PHS:00

と　こ　ろ　北　ガ　ス　ギ　ャ　ラリ　ー

く中央区南1粂酉1 0丁目)

ぉりにふれ､季軒ごとに野山の草花を集めましたものを､

時間と心をこめて作りました｡

～/0-

く中道記)



事　務　局　の　皆　さ　ん　へ

浦　　暁　子

友の会事務局の皆様日頃はご苦労様です｡いつも｢わだち｣など楽し

みに読ませて頂いております｡私も南病院を退院して6年あまりは､悪

くもならず疲れるくらいだったので､一寸無理をして舞台(日本舞踊)

に回数･出過ぎたのとストレスなどもあり､今年2月より悪くなり半錠

にまで減ったプレドニンが今は5錠にもなり自宅療養をしています｡

始めは右目が下がり､次に左目が下がり口の締まりがなくなり､おっ

●ゆなどロから漏れてきます｡顔を洗うのに目はつぶれなく腹式呼吸をし
ようとしても吸う力がありません｡でもこの頃ようやく落ち付きました

が,まだメスチノンも飲んで頑張っています｡

こうゆう状態になるまでは自分で､もう治ったのではないかと思い､

疲れるくらいだったので安心していました｡でも､ああやっぱり難病な

んだなとつくづく感じる今日この頃です｡

皆様もどうぞお気をつけ下さいね｡そんなことで会費が遅くなり申し

訳ありません｡主人に書付けましたのでよろしくお願い致します｡

暑さの折皆様お体に気をつけて頑報ってくださいね｡

●

歯
難病連全道集会雑感

鎌田　呼子

中退さんが握手するのに便乗して､三浦綾子さんと私も握手しまし

た｡小さくて肉の薄い弱々しい掌､歩くのも光世さんに支えられやっと

の綾子さん､このように筆書なかたがどうしてあのような生命力にあふ

れたすぼらしい作品を次々生み出すことができるのでしょう｡

トークが始まり魅せられてしまいました｡荊々として決して流れるよ

うな話ではありません､でもとっても心奥にユーモアがあるのです｡

多くの作品は綾子さんひとりで成し遂げられたものではなく､光世さ
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んの支えがあり信仰に裏付けられた使命感がなせる技だと思いました｡

光世さんは決して表に出ることはありませんが､光世さんが居るからこ

そ綾子さんの才能が花開いたのだと思います｡表に出る人間だけでなく

陰で支える人間もいて夫々の人間はこの世での役割を与えられているの

ですよね｡

童話作家の加藤多-さんのお請も現代生活で失いつつある人間性の回

復､そして皆と同じであることが尊いのではないということが身にしみ

入りました｡私の存在などあってもなくてもよいものだと思いかけてい

ましたが､そうではありませんでした｡

いつもは夫にエスコートされていましたが､不在のためためらってい

ましたが､皆様の暖かい思いやりに支えられ､素晴らしい日時をおくら

せていただきました｡ MGの未来が明るいものだとの前原先生のお話も

ありました｡次の機会には､今まで参加しなかった人々も出てきません

か｡皆同じ病人です､きっと心豊かな時間を共有することができると忠

いますよ｡

鞍病連､ボランティア､ MG友の会､その他多くの方々のお陰ですば

らしい軽坂ができました｡本当にありがとうございます｡
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ミ ｰ

r｀友の会事務局-

からのお知うせ

●来る１１月５日～６日

くわしくは後便にてご案内致します。

阿部香里

●４ＡＥtlｘ

高橋きみよ

井戸坂智恵子

篠崎みつえ

中村真由美

-/3-

（敬称略）

釧路地区おしゃべり会へのお誘い

暑かった夏も終わり、実りの秋も間近です。稲刈りも始まり早出し米

も出荷され、今年は豊作の様で安心ですね。

さて、なかなか実現しなかった地域懇談会（おしゃべり会）を釧路地

区で開催する事になりました。

会場・・・・・つるいグリーンパーク（鶴居北１－５）

20154-64-2221

費用・・・・・一泊２食付・・・・・・・・7500えん

一泊してゆっくりおしゃべりしませんか。

新入会員のご紹介

Ｈ６・７月以降に入会の方々です。

よろしくお願いします。

住所変更



編　集　後_　idJ

G　易しい長い夏も終17り,Ttッヒ一息っし-T:Y-ころです.

` ｢ゎf:Jち｣作E)も暑い中.大変だったでしょうe鮎liTi/jJ何

回か争伝ったr=117すh--′以前の私と.頓は｢オフf:'､ろ｣ pL'送られて

束ものを壌しみ(こ1-はtデみIこしておりj Lf:.少しでも病%p)尊

王如p)たいと,すみすみ1で挽んでし,ました.

でも, ｢わだち｣作()を争伝ってみると′大変な作東がある事

がわかり, iすiすえ切Lこ蔑みたし-ヒ思う}う(こなリa LIT'Q直

弼ll何回4,常しく聞くことがたUJらわれb病気のし<み, ･巣9)辛

など,いろいうTJ･椿粗が入り｢わf=pち｣を二乳もとよくわか･)ます｡

為免のみrJさん,え毅でLJう打頑繰って下か).私も紙泉b

ア針)才伍いたし1ヒ鳳います.　　　　　　　(中村椅子)

o　暑さが臓B)なら111号07長さも.貢も過ぎてかうの壕･もよf=

言乙飾取りo)年でした｡

今科dお米07を作が卓はされせのすか明るく感じられます.夢

満席も中村さん親子がh今伝いト来てくrrでるfLr首やいfr*脚

気です.鳥での思い地はあっても若しさてふれイ事寄る(之脚言渡

Lでt^ます｡　　　　　　　　　　　　(猪口奥武)

C) 7月(こ入ったというOyて鰍さみししけ1W.皆さん機体か〝がです0､｡血も少'(良.

ばて乱射勺が,汗を_i､さふき頑簸ってVまも　　　　　　　(鈴　木)

一件-



○

　

夏房む切ヽ今司こ/ｉつて貳で米てダヶンしてしまいま泣．

　　

み/7j!んJ涛体を以乖≒ （中村真由失）

０

　

ﾀ邸りりり彫」ぱ,写真りく入tｔましたヵ吻阿で･しょうれ皆さ心味しんでいえるよ

　

う･靖卜同政ノ六ています。ｈ-ｍvタ碕ちし匹ﾘま呪

　　

（東谷）

トＱ７

　　　

０

　

９肛‘綻え何眼てｔｉ易ヵ政く今恥の頃で秘’,がん更釦才IJし1亡んをし'rニjlツ

●

　　

又しぷりの「わ石｀ち」2回喝7の肘伝いでしたが,μしゃべりしな加４」をふっとばしてがん

ぼりまし71
古やか～ヽ心 （福

　

旧）

○

　

蒙んからのμ更りと，写勧ヽ‘獅凶「わだち」･こなりした。

　　

旭肘ヽの支郎人会よ冷励なし喰場で汗を吹旭しなど樋,ﾌﾟ剛の加の手前の単船ご協

　

かでよい大会Ｇなりました。

　　

砂塵弟達のレセずンフンば,埓勤三海苔叙ノ壕晴し叫づ乙ｳに会場外苑誤

　

老知啼さ起こりした洙岬船演っ細ぱ泄の転寸籾闇でヽはなび一才句堤ｿ」

　

い白すっしか7だことでヽしか。

　　

趙狸械帥ての翔愕も象からっしやりました漕さん何斟な剛ほ絢ﾅくだjい・

ﾛ１こ･j釧路で「ぷし々へぐり膏」口定しています。

　　　　　

会費納入お願い･

（中道）

　　

会費納入率が余りよくありません。お忘れになっておられる方も、

あろうかと思います。もう一度お確かめのうえ、ご協力よろ･しくお願い

申し上げます。

　

年会費・・

　

・３６００円

　

（内2 10 0円は本部へ納めまず）

　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便振替

　　

小樽７

　　

19 7 12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全国筋無力症友の会北海道支部
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